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営

環
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と
財
務
の「
見
え
る
化
」へ

環
境
と
財
務
の「
見
え
る
化
」へ

環
境
と
財
務
の「
見
え
る
化
」へ

と
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2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度

売上高（億円）

排出量（万トン）

当期純利益（億円）

奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場

（
鳥
取
県
日
野
郡
）
で
は
雪

室
（
ゆ
き
む
ろ
）
に
冬
季
の

雪
を
蓄
え
、
春
や
夏
季
の
冷

熱
負
荷
の
一
部
に
活
用
す
る

一
方
、
生
産
工
程
で
発
生
し

た
余
分
な
熱
も
空
調
用
の
温

熱
源
と
し
て
利
用
す
る
な

ど
、
独
自
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
サ

ン
ト
リ
ー
。

同
社
の
財
務
状
況
と
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
の
推
移
（
図
）

を
見
る
と
、
売
上
高
は
年
々

増
加
し
て
２
０
０
８
年
度
に

は
１
兆
５
千
億
円
を
超
え
て

お
り
、
０４
年
度
比
で
約
１５
％

増
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

当
期
純
利
益
も
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
黒
字
を
確
保
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

一
方
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

は
、
０４
年
度
か
ら
０８
年
度
に

か
け
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ

り
、
０８
年
度
の
排
出
量
は
、

３０
・
６
万
㌧
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
社
で

は
売
上
規
模
を
拡
大
し
な
が

ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
抑
制
を

実
現
で
き
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。

環
境
負
荷
削
減
に
当
た
っ

て
最
も
注
力
し
て
い
る
の

は
、
容
器
包
装
の
取
り
組
み

だ
と
い
う
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル

や
ガ
ラ
ス
び
ん
な
ど
の
容
器

を
は
じ
め
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ

ベ
ル
も
含
む
多
面
的
な
軽
量

化
を
進
め
て
い
る
。
一
部
工

場
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
自

社
成
型
に
も
取
り
組
み
、
１

９
９
７
年
か
ら
自
社
基
準

「
環
境
に
係
る
容
器
包
装
等

設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
設

定
し
て
い
る
。

今
年
４
月
に
は
、
２
８
０

㍉
リ
ッ
ト
ル
の
小
容
量
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
入
り
の
飲
料
ラ
ベ

ル
に
、
は
が
し
や
す
く
リ
サ

イ
ク
ル
が
容
易
な
「
ロ
ー
ル

ラ
ベ
ル
」
を
導
入
。
従
来
の

「
シ
ュ
リ
ン
ク
ラ
ベ
ル
」
よ

り
薄
く
小
さ
く
ラ
ベ
ル
を
軽

量
化
す
る
こ
と
で
、
製
造
工

程
で
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
７８
％
削
減
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

昨
年
４
月
に
発
売
し
た

「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
・
奥

大
山
」
に
使
用
す
る
２
㍑
Ｐ

Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
は
、
ボ
ト
ル
本

体
だ
け
で
な
く
、
ラ
ベ
ル
や

キ
ャ
ッ
プ
も
軽
く
す
る
こ
と

で
従
来
品
の
１６
％
減
、
１
本

当
た
り
８
・
５
グ
ラ
ム
の
軽

量
化
を
実
現
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
年
間
約
３
１
５

㌧
の
樹
脂
を
削
減
で
き
る
と

い
う
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
に
換

算
す
る
と
、
年
間
約
９
４
０

㌧
の
削
減
に
な
る
。

ま
た
、
九
州
地
区
で
販
売

す
る
「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然

水
・
阿
蘇
」
の
２
㍑
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
に
、「
エ
コ
ク
リ
ア

包
装
」
を
導
入
し
て
い
る
。

従
来
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
梱
包

用
の
段
ボ
ー
ル
を
使
わ
ず
、

透
明
フ
ィ
ル
ム
を
使
っ
て
６

本
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
包
み

込
み
、
梱
包
す
る
も
の
で
、

従
来
の
段
ボ
ー
ル
梱
包
に
比

べ
て
、
包
装
資
材
の
製
造
か

ら
輸
送
、
消
費
し
た
後
の
リ

サ
イ
ク
ル
ま
で
の
全
工
程
で

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
５０
％
削

減
、
年
間
で
約
１
２
０
㌧
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い

る
。工

場
で
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
昨
年
ま
で
に
全
国
の

主
要
工
場
す
べ
て
で
重
油
か

ら
天
然
ガ
ス
や
都
市
ガ
ス
へ

の
燃
料
転
換
を
完
了
し
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
５
６
０
０
㌧

削
減
し
た
。
風
力
や
太
陽

光
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
な
ど
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る

取
り
組
み
も
一
部
の
工
場
で

進
ん
で
い
る
。

一
方
、
物
流
、
輸
送
業
務

で
は
自
社
開
発
の
「
統
合
配

車
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
や
、

使
用
車
両
の
大
型
化
、
他
企

業
と
の
共
同
配
送
な
ど
で
、

使
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数

や
、
空
車
状
態
で
走
行
す
る

距
離
、
時
間
の
削
減
を
図
っ

て
い
る
。
昨
年
度
は
、
販
売

数
量
が
増
加
し
た
も
の
の
、

こ
う
し
た
物
流
の
効
率
化
で

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
前
年
度
比

５
・
３
％
減
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
従
来
型
と
比
べ
て

消
費
電
力
を
４３
％
削
減
で
き

る
「
ノ
ン
フ
ロ
ン
・
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
式
自
動
販
売
機
」
を

設
置
し
、
販
売
時
の
省
エ
ネ

に
も
取
り
組
む
。
昨
年
は
１

千
台
を
設
置
し
た
。
今
年
３

千
台
を
新
た
に
導
入
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
。

（
環
境
新
聞
社
・
江
頭
佐
和

子
、
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
グ
ロ
ー

バ
ル
・
西
野
嘉
之
）

容
器
包
装
の
無
駄
削
減
に

サントリーの財務状況とグループ全体のＣＯ２排出量の推移
（サントリーホールディングスのＷebサイトのデータを基に作成）

ビ
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ル
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